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地
域
の

話
題

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

観
客
は
読
み
手
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
朗

読
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

　

６
月
19
日
、
仙
北
市
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
で
新
潮
社
記
念
文

学
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
さ
い

　

第
10
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
武
心
会

空
手
道
選
手
権
大
会
兼
第
８
回
東
北
ウ
エ
イ

ト
制
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
（
実
戦

空
手
道
武
心
会
主
催
）
が
６
月
１
日
、
角
館

中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
と
し
て
行
わ

れ
た
こ
の
大
会
に
は
東
北
各
県
か
ら
あ
わ
せ

て
24
団
体
、
２
３
７
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

迫
力
の
試
合
展
開
に
歓
声

第
10
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
武
心
会
空
手
道
選
手
権
大
会

兼
第
８
回
東
北
ウ
エ
イ
ト
制
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

6月1日
角館中学校体育館

の
花
」
に
よ
る
定
期
朗
読
公
演

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
公

演
は
『
春
・
桜
～
そ
し
て
未
来

へ
～
』
を
テ
ー
マ
に
絵
本
や
詩

を
中
心
と
す
る
第
1
部
と
春
に

ち
な
ん
だ
文
学
作
品
を
読
み
上

げ
る
第
2
部
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
や
さ
い
の
花
」
の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
は
作
品
の
世
界
や
登
場

人
物
を
声
の
抑
揚
や
身
振
り
手

振
り
な
ど
で
感
情
豊
か
に
表
現

し
、
訪
れ
た
約
40
人
の
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

心
温
ま
る
朗
読
を
披
露

「
や
さ
い
の
花
」
第
５
回
定
期
朗
読
公
演

6月19日
総合情報センター 　

６
月
８
日
、
全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト
IN
た
ざ

わ
湖
が
、
田
沢
湖
畔
思
い
出
の
潟
分
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳴
砂
の
保
全
活
動
を
行
う
行
政
や
団
体
、

19
団
体
が
加
盟
す
る
全
国
鳴
砂
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
主
催
の
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
す
ば
ら
し

い
自
然
・
文
化
遺
産
で
あ
る
鳴
砂
を
、
後
世

に
伝
え
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
、
田
沢
湖
ざ
っ
く
ば
ら
ん

の
会
の
千
葉
薫
さ
ん
と
、
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス

会
議
の
三
浦
久
さ
ん
の
基
調
報
告
や
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
准
教
授
原
口
強
氏
の
基
調
講

演
「
田
沢
湖
・
白
浜
、
鳴
砂
復
活
の
処
方
箋
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
各
団
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
情
報
を
交
換
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

受賞は全国で 10 団体。長年の活動が認め
られ、栄えある受賞となりました

一般上級無差別級決勝戦、迫力の
攻防（川畑元選手対田川颯選手）

　

６
月
11
日
、
平
成
26
年
度
全
国
少
年
補
導

功
労
団
体
の
表
彰
式
が
東
京
都
、
明
治
記
念

館
で
行
わ
れ
、「
仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成

委
員
会
（
荒
木
和
子
会
長
）」
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
結
成
当
初
か
ら
、
長
年
に
わ
た

り
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
積
極
的
な

青
少
年
非
行
防
止
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

大会成績（市内選手・敬称略）

第８回東北ウエイト制ジュニア空手道選手権大会　 ▼ 幼年／年中・年小の部敢闘賞

小山田輝 ( にこにこ保育園 ) ▼ 小学１・２年女子軽量級準優勝　細川雅央（神代小）

▼ 小学２年男子軽量級３位　高橋諒真（西明寺小） ▼ 小学２年男子重量級３位 大岡

正宗 ( 生保内小 ) ▼ 小学３年男子軽量級３位　岩田晴 ( 角館小 ) ▼ 小学５・６年女子

重量級３位　佐々木真理香（神代小） ▼ 小学５年男子軽量級３位　高橋慶多（西明

寺小） ▼ 小学５年男子重量級準優勝　細川大雅（神代小） ▼ 小学６年男子軽量級３

位　畠山幸輝（角館小） ▼ 小学６年男子重量級３位　佐々木竜生（角館小）

第 10 回オープントーナメント武心会空手道選手権大会　 ▼ 中学２・３年男子軽量

級３位　千葉悠也（神代中） ▼ 中学男子重量級優勝　田川礼（角館中） ▼ 高校男子

軽量級準優勝　畠山勇輝（六郷高） ▼ 高校男子軽量級３位　木元美禪（大曲農業高）

▼ 一般女子優勝　湯澤瑠奈（角館高） ▼ 一般上級無差別級準優勝　田川颯（六郷高）

藤
原
み
さ
子
社
中
が
優
勝

民
謡
民
舞
秋
田
地
区
連
合
大
会

6月15日
秋田市　

６
月
15
日
、
第
37
回
民
謡
民
舞
秋
田
地
区

連
合
大
会
が
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
藤
原
み
さ
子
社
中
８
人
は
、「
秋

田
お
ば
こ
節
」
を
踊
り
、
民
舞
の
部
で
み
ご

と
２
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
、
10
月
24
日

か
ら
日
本
武
道
館
で
お
こ
な
わ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

一般財団法人日本郷土芸能民謡協会主催
「民謡民舞秋田地区連合大会」で２年連続

の優勝に輝いた藤原みさ子社中の皆さん。
全国大会でも活躍が期待されます

会場では全国から集まった皆さんが、
一堂に会し情報を交換し合いました

角館高校野球部を地域で応援

角館高校野球部
　地域サポーターが
バッティングマシンを寄贈

角
館
高
校
野
球
部
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局
か
ら

　「野球部の現状と
　　　　　夏の大会に向けた抱負」

　　　　　　　　角館高等学校野球部
　　　　　　　　監督　湯澤　淳

　４月に新入生 24 名が入部し、総勢 73

名（男子部員 70 名・女子マネージャー

３名）の角館高校野球部となりました。

たくさんの生徒たちが本校に入学して

くれたことを本当に感謝しております。

これも地域の方々の支えと応援があっ

たからこそと切に感じております。

　チームの状態ですが、課題をもって

臨んだ春季大会から大きく変わってき

ました。何が足りないかを選手と考え

ながらここまでやってきましたが、そ

れが少しずつ埋まってきているのを感

じています。昨夏・昨秋の「あと一歩」

を乗り越えるための練習は十分にして

きました。これまでの二度の悔しさは、

選手たちを大きく成長させてくれまし

た。夏の大会では、その成長した姿を、

いつも応援していただいている地域の

皆様にお見せしたいと思います。

　何とぞ、変わらぬご支援をよろしく

お願いします。

　

私
ど
も
角
館
高
校
野
球
部
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
角
館
高
校
野
球
部
に
ぜ
ひ
甲
子

園
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
思

い
で
、
昨
年
11
月
に
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局

を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
加
入
促
進

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
平
成
26
年
３
月
末
現
在
で

２
２
８
事
業
所
並
び
に
個
人
の
皆
様
に
サ

ポ
ー
タ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
多
額

の
支
援
金
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
年
度
支
援
金
を
活
用
し
ま
し
て
、
野
球

部
側
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
最
新
型
エ

ア
式
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
『
ト
ッ
プ
ガ

ン
』
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
必
ず
や
角
館
高
校
が
甲
子
園

に
出
場
し
、
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
今
後
も
精
力
的
に
活
動

を
続
け
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

角
館
高
校
野
球
部

　
　
　
　

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局　
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◎
今
後
の
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
96
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会

７
月
11
日
（
金
）
～
22
日
（
火
）

角館高校野球部の活躍をサポートする
心強い応援団「角館高校野球部地域サ
ポーター」がこの度、最新式バッティ
ングマシンを寄贈しました。

6月11日
東京都

仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会

「
全
国
少
年
補
導
功
労
団
体
表
彰
」
受
賞

6月8日
田沢湖畔

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト
IN
た
ざ
わ
湖
開
催

貴
重
な
砂
浜
保
全
目
指
す

地域の話題

　６月 23 日、堺正男さんが白寿を迎えられ、
市からお祝いと花束が贈呈されました。

おめでとうございます

6月23日
仙北市

白寿のお祝い



　

昭
和
54
年
７
月
、
仙
北
市
（
旧
角
館
町
）
と

大
村
市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
今
年
で
35

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
５
月

29
日
、
大
村
市
で
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
か
ら
は
、
門
脇
市
長
、
青
柳
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
し
た
市
関
係
者
、
戊
辰
会
、

飾
山
囃
子
団
体
な
ど
36
人
が
参
加
し
更
な
る

交
流
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
０
０
人
余
り
の
大
村
市
民
か
ら
の
歓
迎

を
受
け
た
記
念
式
典
で
は
、
松
本
大
村
市
長

が
「
戊
辰
の
役
で
活
躍
し
戦
死
し
た
大
村
藩
士

を
、
毎
年
手
厚
く
ご
供
養
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
物
産
展
の
開
催

や
中
学
生
の
相
互
交
流
事
業
な
ど
様
々
な
分

野
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互
市
民
の
友
好
の

輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
35
周
年
を
契
機
に

今
後
も
市
民
交
流
の
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
」

交
流
の
絆
を
永
遠
に

大
村
市
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念
式
典

5月29日
長崎県大村市

と
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
て
門
脇
仙
北
市
長
が

「
東
北
地
方
で
唯
一
政
府
軍
で
あ
っ
た
佐
竹
藩

に
大
村
藩
士
が
遠
路
援
軍
と
し
て
駆
け
つ
け
、

角
館
の
武
家
屋
敷
や
歴
史
的
町
並
み
、
多
く
の

文
化
遺
産
を
命
を
盾
に
お
守
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
仙
北
市
で
は
昨
年
８
月
９
日

の
集
中
豪
雨
で
経
験
の
な
い
大
規
模
土
石
流

が
発
生
し
６
人
の
市
民
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

大
村
市
の
皆
様
か
ら
は
災
害
が
発
生
し
た
直

後
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
文
化
交
流
、
友
好
親
善
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
「
大
村
市
姉
妹
都
市
親

善
協
会
」、
大
村
市
「
吾
往
会
」、
角
館
町
「
戊

辰
会
」
に
両
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

ほ
か
、
戊
辰
会
の
熊
谷
佳
穹
会
長
と
大
村
市

富
松
神
社
宮
司
の
久
田
松
和
則
氏
に
よ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
、
姉
妹
都
市
提
携
の
歴
史

的
背
景
に
あ
る
戊
辰
戦
争
と
両
市
に
ま
つ
わ

る
貴
重
な
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
は
相
互
の
親
善
を
深
め
合
い
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
飾
山
囃
子
を
は
じ
め
と
し
た

秋
田
民
謡
を
披
露
し
大
勢
の
参
加
者
を
魅
了

し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
提
携
の
由
縁

　

旧
角
館
町
（
仙
北
市
）、
大
村
市
の
姉
妹

都
市
提
携
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
戊
辰
の
役

（
１
８
６
８
年
）
で
す
。
東
北
で
唯
一
の
新
政

府
側
だ
っ
た
佐
竹
藩
は
、
周
囲
の
旧
幕
府
側

の
攻
撃
を
受
け
て
孤
立
し
、
大
村
藩
に
援
軍

を
求
め
ま
し
た
。
大
村
藩
士
３
２
６
人
か
ら

な
る
北
伐
隊
は
角
館
に
進
軍
し
、
庄
内
藩
と

激
突
の
末
退
け
、
後
に
角
館
を
守
り
ぬ
い
た

功
績
が
評
価
さ
れ
、
新
政
府
か
ら
章
典
を
贈

ら
れ
る
な
ど
の
活
躍
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
村
藩
の
戦
死
者
は
７
人
を
数
え
、
遺
体
は
郷

里
大
村
へ
帰
る
こ
と
な
く
常
光
院
（
角
館
町
）

境
内
に
眠
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
な
か
に
は
、
15
歳
の
少
年
鼓
手
、
浜

田
謹
吾
少
年
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
謹
吾

少
年
の
遺
体
の
軍
服
に
は
、
母
チ
カ
が
出
陣

の
際
に
詠
ん
だ
と
い
う
和
歌
が
縫
い
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　「
二
葉
よ
り
　
手
く
れ
　
水
く
れ
　
待
つ
花
は

　
君
の
為
に
ぞ
　
さ
け
や
こ
の
時
」

　

謹
吾
少
年
の
勇
敢
な
活
躍
と
そ
の
母
の
子

に
寄
せ
る
心
情
は
往
時
の
人
々
の
涙
を
誘
い
、

一
世
紀
以
上
経
過
し
た
今
日
、
歴
史
を
遡
っ

て
姉
妹
都
市
縁
組
実
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
大
き
な
出
来
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大村市花菖蒲まつり会場で
姉妹都市交流仙北市物産展　

仙
北
市
で
は
毎
年
、
修
学
旅
行
で
訪
れ

た
中
学
生
の
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
６
月
５
日
に
は
、
北
海
道
札
幌
市
立

伏
見
中
学
校
１
９
３
人
の
生
徒
が
17
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
訪
れ
ま
し
た
。
か

く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

13
人
の
生
徒
さ
ん
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

映
画
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」「
隠
し
剣

鬼
の
爪
」、
Ｃ
Ｍ
「
ロ
ッ
テ
ガ
ム
フ
ィ
ッ

ツ
」
等
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
武
家
屋
敷
通

り
を
案
内
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
撮

影
が
行
わ
れ
た
か
、
ど
ん
な
俳
優
さ
ん

が
出
演
さ
れ
た
の
か
、
何
を
求
め
て
撮

影
場
所
に
選
ば
れ
た
の
か
等
を
実
際
に

撮
影
の
舞
台
と
な
っ
た
建
物
・
場
所
で

生
徒
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
か
ら
は
、「
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
」「
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
等
た
く

さ
ん
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。「
苦
労
し

て
撮
影
支
援
し
た
作
品
が
公
開
さ
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
観
て
い
た
だ
い
た
時

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」「
ど
ん
な
撮

影
場
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
的

確
に
伝
え
る
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

等
と
応
対
し
て
い
る
時
に
生
徒
さ
ん
が

目
を
輝
か
せ
て
聞
き
な
が
ら
メ
モ
を
と

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
活
動
を
行
う
修
学

旅
行
が
生
徒
さ
ん
に
と
っ
て
、
と
て
も

意
義
の
あ
る
事
と
感
じ
ま
し
た
。
生
徒

さ
ん
た
ち
に
は
将
来
、
ま
た
仙
北
市
を

訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
仙

北
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
家
族
や
周
囲
の

人
た
ち
に
広
め
て
も
ら
え
る
キ
ッ
カ
ケ

に
な
れ
ば
と
感
じ
た
１
日
で
し
た
。

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーション
　　　　だより

Kakunodate Film Commission

松本家前で記念撮影。修学旅行（職場体験）を通じ
仙北市を知り、また再度訪れてほしいですね

５

ふるさとの民謡「生保内節」にあわせて踊
り出す参加者

　

６
月
８
日
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
（
東
京
都
千

代
田
区
）
を
会
場
に
、
第
28
回
東
京
田
沢
湖

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
約
80
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
国
民
文
化
祭
総
合
プ
ロ

懐
か
し
の
思
い
で
語
ら
う

第
28
回
東
京
田
沢
湖
会
総
会

6月8日
東京都

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
、
直
木
賞
作
家
の
西

木
正
明
さ
ん
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
国
民

文
化
祭
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
出
席
者
ら
が
互
い
の
近
況
や
懐

か
し
い
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
仙
北
市
産
の
野
菜
や
山
菜
、
漬

け
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

懐
か
し
む
方
々
に
大
好
評
で
、
即
完
売
と
な

り
ま
し
た
。

異
文
化
学
び
、
相
互
理
解
へ

ハ
ラ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
in
仙
北

6月11日
市役所西木庁舎

比内地鶏など秋田ならではの特色を活
かしたお土産作りの話も出ました

国民文化祭をピーアール
した西木正明さん

　

６
月
11
日
、
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
ハ
ラ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
in
仙
北
が
開
催
さ

れ
、
市
内
の
農
家
民
宿
の
方
々
を
中
心
と

し
て
宿
泊
業
や
飲
食
業
の
従
事
者
な
ど
約

60
人
が
参
加
し
、
講
師
の
一
般
社
団
法
人

ハ
ラ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
協
会
の
佐
久
間
朋
宏

代
表
理
事
か
ら
イ
ス
ラ
ム
圏
外
国
人
旅
行

客
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
注
意
点
、
日
本

国
内
で
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
国
人
旅
行
客
向

け
サ
ー
ビ
ス
・
食
品
加
工
の
取
組
み
例
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
異
文
化
へ

の
相
互
理
解
の
た
め
に
、
と
熱
心
に

講
義
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

6月6日～8日
長崎県大村市

　

６
月
６
日
か
ら
８
日
、
姉
妹
都
市

の
長
崎
県
大
村
市
、
大
村
公
園
で
行

わ
れ
た
花
菖
蒲
ま
つ
り
で
仙
北
市
物

産
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
の
特
産
品
は
、
花
菖
蒲
ま
つ
り
に

訪
れ
る
観
光
客
や
大
村
市
の
皆
さ
ん
に
大
好

評
で
、
大
村
市
役
所
や
大
村
市
姉
妹
都
市
親

善
協
会
な
ど
の
ご
協
力
も
あ
り
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
菖
蒲
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

大
村
の
郡
三
踊
（
寿
古
踊
・
沖
田
踊
・
黒
丸
踊
）、

飾
山
囃
子
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
今
年
は
、
長
崎
県
で
長
崎
が
ん
ば
ら

ん
ば
国
体
、
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

地域の話題地域の話題

仙北市特産品販売ブース。大好評で完売

大村市長から友好親善に多大な貢献をされてき
た戊辰会へ感謝状が進呈されました

戊辰戦争と両市にまつわる貴重な
講演をした熊谷戊辰会会長

浜田謹吾少年像は角館神明
社境内にも建立されています
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